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資料２

朝霞市における一般廃棄物処理の概要

１ 既存処理施設の概要

⑴ ごみ焼却施設

施設名称 朝霞市クリーンセンター

施設所管 朝霞市

所在地 埼玉県朝霞市大字浜崎 390-45

面積 敷地面積 13,706 ㎡

面積
延床面積 3,094 ㎡

建築面積 1,492 ㎡

施設規模
120ｔ/日(60t/24h×2 炉)

（平成 9 年 6 月より準連運転から全連運転に移行）

建設年度 着工 平成 4 年 10 月

竣工(稼動) 平成 6 年 12 月

主灰・飛灰

無害化装置

着工 平成 10 年 6 月

竣工(稼動) 平成 10 年 7 月

設計・施工メーカー 日立造船株式会社

施設建設費 4,500,000 千円（用地費・併設施設除く）

処理方式

受入・供給設備

ピット アンド クレーン式

ごみピット容量：1,200 ㎥

ごみクレーン：2 基（1.2t 吊バケット×2 基）

（全自動・半自動及び手動遠隔操作）

燃焼・溶融設備 全連続燃焼式焼却炉（ストーカ式）

燃焼ガス冷却設備 水噴射式

排ガス処理設備 ろ過式集じん器

乾式有害ガス除去装置
HCl、SOx 除去：消石灰(乾式)噴射方式

NOx 除去：触媒脱硝方式

排水処理設備

ごみピット汚水 ：炉内吹込みによる酸化分解

その他有機系排水 ：－

無機系排水 ：凝集沈殿処理後場内循環利用

余熱利用設備 －

通風設備 平衡通風式

灰出し設備

ピット アンド クレーン式

じん灰：セメント及び薬液固化装置

灰ピット容量：97 ㎥

灰クレーン：1 基（0.7t 吊バケット×1 基）

（半自動及び手動遠隔操作）
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⑵ 粗大ごみ処理施設

⑶ 空き缶資源化施設

⑷ プラスチック類処理施設

⑸ ストックヤード

面積
延床面積 461 ㎡

建築面積 324 ㎡

施設規模 30ｔ/日(30t/5h)

建設年度 着工 平成 59 年 1 月

竣工(稼動) 平成 59 年 8 月

設計・施工メーカー クボタ鉄工株式会社

施設建設費 250,000 千円（用地費・併設施設除く）

処理方式 竪型回転式破砕機

処理対象 不燃ごみ、粗大ごみ

選別種類 ３種類選別（可燃物、不燃物、磁生物）

面積
延床面積 131 ㎡

建築面積 131 ㎡

施設規模 5ｔ/日(5t/5h)

建設年度 着工 平成 8 年 12 月

竣工(稼動) 平成 9 年 3 月

設計・施工メーカー 日本エンバイロメント株式会社

施設建設費 35,000 千円（用地費・併設施設除く）

処理方式 磁選機、アルミ選別機、圧縮機

処理対象 資源ごみ（缶類）

選別種類 アルミ、スチール

面積
延床面積 1,087 ㎡

建築面積 865 ㎡

施設規模

13.2ｔ/日

ペットボトルライン：2.9ｔ/5h

プラスチック資源ごみライン：10.3ｔ/5h

建設年度 着工 平成 20 年 1 月

竣工(稼動) 平成 21 年 3 月

設計・施工メーカー 新明和工業株式会社

施設建設費 350,000 千円（用地費・併設施設除く）

処理方式 破袋・選別、圧縮

処理対象 資源ごみ（ペットボトル、プラスチック類）

選別種類 ペットボトル、プラスチック

面積
延床面積 －㎡

建築面積 268 ㎡

貯留対象物 紙類、金属類、ガラス類、プラスチック

建設年度 着工 平成 20 年 1 月

竣工(稼動) 平成 21 年 3 月

設計・施工メーカー 株式会社宮林組

施設建設費 12,000 千円（用地費・併設施設除く）
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２ 既存施設周辺図（広域）

３ 敷地平面図

朝霞市クリーンセンター

和光市清掃センター
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４ ごみ処理状況の推移

５ 資源化状況の推移


